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事業の背景

目的
● 骨粗しょう症に起因する骨折について伝えること

で、対象者を適切な検査と治療へと導き、二次骨折
を予防することで、健康寿命の延伸に寄与する。

背景
● 「骨折・転倒」は、 日本人の介護が必要となった主

な原因の第3位であり（厚生労働省「令和 4年国民生
活基礎調査の概況 Ⅳ 介護の状況」より）、高齢にな
るほど「骨折・転倒」のリスクは高まる。 小樽市の
高齢化率は40 ％超で、約 7.5 名に1名が要介護２以上
であり、介護予防の観点からも骨折予防の必要性は
高い。

● 骨折の中でも、わずかな外力で生じる骨折（脆弱性
骨折）を経験した患者は、 骨粗しょう症による二次
骨折をくり返すリスクが高い 。

● しかし、現状の骨粗しょう症の治療率が十分でない
ことから、 治療率の改善を通じ、二次骨折の予防 を
目指した。

体制
● 勧奨通知の発送、事業効果の検証等は、株式会社キ

ャンサースキャンへ委託した。
● 保健指導は、地域包括支援センターを運営する小樽

北勉会（東南部を担当）、北海道済生会（南部）、
小樽育成院（北西部を担当）、小樽市社会福祉協議
会（中部を担当）へ委託した。

事業の内容

事業対象者の概要
● 小樽市国民健康保険または小樽市在住の後期高齢者

医療制度の加入者のうち、下の条件に該当する者
（直近約 5年間の診療報酬明細書を参照）

- 大腿骨近位部または椎体の脆弱性骨折の既往歴が
ある者

- 骨粗しょう症の未治療者または治療中断者

スケジュール・介入内容
● 令和6年9月上旬または下旬に勧奨通知を送付（全対

象者向け）
● 9月から 11月にかけて、保健指導（訪問・電話等）

を実施（後期高齢者医療保険制度の加入者向け）
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発送対象者・・・

保健指導対象者・・・

大腿骨近位部または椎体の脆弱性骨折の既往あり

骨粗しょう症治療なし骨粗しょう症治療あり

直近６か月で
骨粗しょう症の治療なし

骨粗しょう症未治療者または治療中断者（ 353 名）

後期高齢者（ 291 名）

小樽市国民健康保険または後期高齢者医療制度 加入者
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事業の結果・考察

＜令和6年度事業分＞
● 令和6年度の通知発送後1-6か月の受診率は23.4% だった。骨折ハイリスク者への通知と保健指導を組み合わせた介入継続に

より、令和 5年度事業よりも高い受診率となったと考えられる。（図 1）
（令和 5年度事業の通知発送後1-6か月の受診率は22.7% ）。

● 発送セグメント別では、 A（令和 6年度新規通知対象者）は 28.7 ％の受診が確認出来、新規発送者で高い受診率が見られる傾
向はこれまでと同様である。また、最も受診率が低い層と思われる B（令和 3年～令和5年通知対象者のうち未受診者）は
17.1 ％の受診が確認出来た。 Bについては過年度勧奨を実施したものの受診に繋がっていなかった層であることから全セグ
メントの中でも受診率は低い傾向にあるが、複数年度に渡って受診勧奨を実施する意義が示唆された。（図 2）。

● 圏域別受診率では全圏域において、効果検証対象者よりも保健指導あり対象者が受診率を上回ったことから、保健指導の有
効性が改めて示された。

＜令和3/4/5年度事業対象者の追加検証分＞
● 令和3/4/5年度事業における効果検証対象者の 6.3%/4.5%/5.9% に二次骨折の受傷が見られた。 5年以内の二次骨折発生率が

8.7% であるという文献値 *とは観察期間が異なることから単純比較はできないが、比較すると各年度いずれも文献値の受傷
率を下回っていた。

● 経年の受診継続状況を検証するにあたり、経年検証時点における被保険者資格を確認しないまま、レセプトによる受診状況
を集計しているため、対象者の資格喪失状況及び資格喪失していた場合の受診状況が反映されておらず、受診継続率の実態
に相違が生じる可能性がある。資格喪失者を確認するために必要な被保険者台帳は遡って抽出が困難なことから、令和 7年
度以降の検証より改めて資格喪失者の影響を考慮し検証する予定。
* Wells GA, Cranney A, Peterson J, et al. Alendronate for the primary and secondary prevention of osteoporotic fractures in p ostmenopausal women. Cochrane Database Syst Rev; 
CD001155.

図1. 受診者数及び受診率の推移（月別） 図2. 発送セグメント別受診率
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